
(57)【要約】

【課題】長時間使用による蒸気発生装置内部におけるス

ケール蓄積を抑えることができる、蒸気発生装置を備え

た洗濯機及びその制御方法を提供する。

【解決手段】蒸気発生装置の動作時間が設定時間を超過

すると、蒸気発生装置を冷却するために該装置内部に水

を供給するための給水弁と前記給水弁から供給した水を

加熱するためのヒーターの動作を制御する制御部を備え

る。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 部 に 水 を 給 水 す る た め の 給 水 弁 と 、 該 給 水 弁 を 介 し て 給 水 さ れ た 水 を 加 熱 す る た め の
ヒ ー タ ー と を 有 す る 蒸 気 発 生 装 置 を 備 え た 洗 濯 機 で あ っ て 、
　 前 記 蒸 気 発 生 装 置 の 動 作 時 間 が 設 定 時 間 を 超 過 す る と 、 該 蒸 気 発 生 装 置 を 冷 却 す る た め
に 前 記 給 水 弁 と 前 記 ヒ ー タ ー の 動 作 を 制 御 す る 制 御 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 蒸 気 発
生 装 置 を 備 え た 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 蒸 気 発 生 装 置 の 動 作 時 間 を カ ウ ン ト す る カ ウ ン タ ー を 備 え る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 蒸 気 発 生 装 置 を 備 え た 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 カ ウ ン タ ー は 、 前 記 ヒ ー タ ー の 動 作 時 間 を 累 積 的 に カ ウ ン ト す る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 ２ に 記 載 の 蒸 気 発 生 装 置 を 備 え た 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 蒸 気 発 生 装 置 の 冷 却 の た め に 前 記 ヒ ー タ ー を オ フ す る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 蒸 気 発 生 装 置 を 備 え た 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 蒸 気 発 生 装 置 の 冷 却 の た め に 前 記 ヒ ー タ ー を オ フ す る と 同 時 に 、 前
記 給 水 弁 を 開 い て 水 を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 蒸 気 発 生 装 置 を 備 え
た 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 給 水 弁 は 、 冷 水 を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 蒸 気 発 生 装 置 を 備
え た 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ヒ ー タ ー に よ り 加 熱 さ れ る 水 の 温 度 を 感 知 す る 温 度 セ ン サ ー を さ ら に 備 え 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 温 度 セ ン サ ー の 感 知 温 度 に 基 づ い て 前 記 蒸 気 発 生 装 置 に 対 す る 冷 却
動 作 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 蒸 気 発 生 装 置 を 備 え た 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 温 度 セ ン サ ー は 、 前 記 蒸 気 発 生 装 置 の ボ デ ィ ー に 取 り 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 ７ に 記 載 の 蒸 気 発 生 装 置 を 備 え た 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 温 度 セ ン サ ー に て 感 知 し た 温 度 と 基 準 温 度 と を 比 較 し 、 こ の 比 較 結
果 に よ っ て 前 記 冷 却 動 作 を 少 な く と も １ 回 行 う こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 蒸 気
発 生 装 置 を 備 え た 洗 濯 機 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 基 準 温 度 は 、 洗 濯 の た め に 使 用 者 に よ り 設 定 さ れ た 設 定 温 度 以 上 で あ る こ と を 特 徴
と す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 蒸 気 発 生 装 置 を 備 え た 洗 濯 機 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 内 部 に 水 を 供 給 す る た め の 給 水 弁 と 、 該 給 水 弁 を 介 し て 給 水 さ れ た 水 を 加 熱 す る た め の
ヒ ー タ ー と を 有 す る 蒸 気 発 生 装 置 を 備 え た 洗 濯 機 の 制 御 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 蒸 気 発 生 装 置 の 動 作 時 間 を カ ウ ン ト し 、
　 カ ウ ン ト し た 前 記 蒸 気 発 生 装 置 の 動 作 時 間 が 設 定 時 間 を 超 過 す る か 判 断 し 、
　 こ の 判 断 結 果 、 カ ウ ン ト し た 前 記 蒸 気 発 生 装 置 の 動 作 時 間 が 設 定 時 間 を 超 過 す る 場 合 、
前 記 蒸 気 発 生 装 置 を 冷 却 す る た め に 前 記 給 水 弁 と ヒ ー タ ー の 動 作 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と
す る 、 蒸 気 発 生 装 置 を 備 え た 洗 濯 機 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 蒸 気 発 生 装 置 の 動 作 時 間 は 、 前 記 ヒ ー タ ー の 累 積 的 な 動 作 時 間 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 蒸 気 発 生 装 置 を 備 え た 洗 濯 機 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 蒸 気 発 生 装 置 に 対 す る 冷 却 動 作 は 、 前 記 ヒ ー タ ー を オ フ す る こ と に よ っ て 行 わ れ る
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こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 蒸 気 発 生 装 置 を 備 え た 洗 濯 機 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 蒸 気 発 生 装 置 に 対 す る 冷 却 動 作 は 、 前 記 ヒ ー タ ー を オ フ す る と 同 時 に 、 前 記 給 水 弁
を 開 い て 水 を 供 給 す る こ と に よ っ て 行 な わ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 蒸
気 発 生 装 置 を 備 え た 洗 濯 機 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 給 水 弁 及 び ヒ ー タ ー の 制 御 は 、
　 前 記 ヒ ー タ ー に よ っ て 加 熱 さ れ る 水 の 温 度 を 感 知 し 、
　 前 記 温 度 セ ン サ ー の 感 知 温 度 と 基 準 温 度 と を 比 較 し 、
　 こ の 比 較 結 果 に よ っ て 前 記 蒸 気 発 生 装 置 に 対 す る 冷 却 動 作 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 蒸 気 発 生 装 置 を 備 え た 洗 濯 機 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 温 度 セ ン サ ー の 感 知 温 度 が 基 準 温 度 以 下 に 低 下 す る ま で 、 前 記 蒸 気 発 生 装 置 に 対 す
る 冷 却 動 作 を 繰 返 し 行 う こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 蒸 気 発 生 装 置 を 備 え た 洗
濯 機 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 蒸 気 発 生 装 置 を 備 え 、
　 前 記 蒸 気 発 生 装 置 は 、
　 該 蒸 気 発 生 装 置 に 水 を 供 給 す る た め の 給 水 弁 と 、
　 前 記 給 水 弁 か ら 供 給 さ れ た 水 を 加 熱 す る ヒ ー タ ー と 、
　 前 記 給 水 弁 か ら 前 記 蒸 気 発 生 装 置 に 水 を 供 給 す る た め の 給 水 管 と 、
　 前 記 蒸 気 発 生 装 置 の 動 作 時 間 が 設 定 時 間 を 超 過 す る と 、 該 蒸 気 発 生 装 置 を 冷 却 す る た め
に 前 記 給 水 弁 と 前 記 ヒ ー タ ー の 動 作 を 制 御 す る 制 御 部 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 洗 濯 機 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 蒸 気 発 生 装 置 は 、
　 前 記 給 水 管 と 連 結 さ れ る 管 か ら な っ て 前 記 蒸 気 発 生 装 置 に 水 を 供 給 し 、 そ の 内 部 で 蒸 気
を 生 成 す る 蒸 気 発 生 流 路 と 、
　 前 記 生 成 さ れ た 蒸 気 を 洗 濯 機 に 供 給 す る た め の 蒸 気 供 給 管 と 、
を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 洗 濯 機 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 蒸 気 発 生 装 置 は 、
　 前 記 蒸 気 発 生 流 路 の 出 口 側 に お い て 、 前 記 蒸 気 発 生 流 路 と 蒸 気 供 給 管 と の 間 に 連 結 さ れ
て 前 記 出 口 側 に 流 路 抵 抗 を 生 じ さ せ 、 前 記 蒸 気 発 生 流 路 に お け る ス ケ ー ル の 蓄 積 を 防 止 す
る 出 口 ノ ズ ル を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 出 口 ノ ズ ル は 、 前 記 蒸 気 発 生 流 路 の 出 口 側 に 近 接 す る 一 端 の 内 径 が 前 記 蒸 気 発 生 流
路 の 内 径 と 同 一 で あ り 、 こ の 一 端 か ら 前 記 蒸 気 供 給 管 と 連 結 さ れ る 他 端 に 行 く に つ れ て 内
径 が 漸 次 小 さ く な る テ ー パ ー 状 の 内 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 洗
濯 機 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 蒸 気 発 生 流 路 は 、 該 蒸 気 発 生 流 路 中 の 水 の 流 れ を 遅 延 さ せ る 螺 旋 形 コ イ ル 部 材 を さ ら
に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 ヒ ー タ ー は 、 前 記 蒸 気 発 生 装 置 の ボ デ ィ ー に 埋 設 さ れ 、 Ｕ 字 型 に 形 成 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 蒸 気 発 生 装 置 の 動 作 時 間 を 測 定 し 、
　 前 記 測 定 さ れ た 蒸 気 発 生 装 置 の 動 作 時 間 が 設 定 時 間 を 超 過 し た か 判 断 し 、
　 前 記 測 定 さ れ た 蒸 気 発 生 装 置 の 動 作 時 間 が 前 記 設 定 時 間 を 超 過 し た と 判 断 さ れ る 場 合 、
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前 記 蒸 気 発 生 装 置 を 冷 却 す る こ と を 特 徴 と す る 、 蒸 気 発 生 装 置 を 備 え た 洗 濯 機 の 制 御 方 法
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 長 時 間 使 用 に よ り 蒸 気 発 生 装 置 内 に ス ケ ー ル が 蓄 積 さ れ る の を 抑 え る こ と が
で き る 蒸 気 発 生 装 置 を 備 え た 洗 濯 機 及 び そ の 制 御 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 洗 濯 力 を 高 め る た め に 洗 濯 槽 の 内 部 に 蒸 気 を 供 給 す る 従 来 の 洗 濯 機 に は 、 大 韓 民 国 公 開
特 許 公 報 １ ０ － ２ ０ ０ ４ － ８ ５ ５ ０ ７ 号 （ ２ ０ ０ ４ 年 １ ０ 月 ８ 日 公 開 ） に 開 示 さ れ た 蒸 気
噴 射 式 ド ラ ム 洗 濯 機 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 同 公 報 に 開 示 さ れ た 洗 濯 機 の 蒸 気 発 生 装 置 は 、 洗 濯 水 が 流 入 す る 流 入 口 と 蒸 気 が 排 出 さ
れ る 排 出 口 と を 備 え た 圧 力 容 器 、 こ の 圧 力 容 器 内 に 供 給 さ れ る 洗 濯 水 を 加 熱 す る た め に 圧
力 容 器 内 に 設 置 さ れ る ヒ ー タ ー 、 圧 力 容 器 の 給 水 を 調 節 す る 流 入 弁 、 及 び 圧 力 容 器 か ら の
蒸 気 排 出 を 調 節 す る 吐 出 弁 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 こ の 蒸 気 発 生 装 置 は 、 圧 力 容 器 の 給 水 量 を 感 知 す る 水 位 セ ン サ ー 、 圧 力 容 器 内 部
の 温 度 に よ っ て ヒ ー タ ー の 動 作 を 調 節 す る た め の 温 度 セ ン サ ー 、 圧 力 容 器 内 部 の 圧 力 を 感
知 す る 圧 力 セ ン サ ー 、 及 び 圧 力 容 器 の 温 度 が 過 度 に 上 昇 す る 時 、 ヒ ー タ ー の 電 源 を 遮 断 す
る た め の 自 動 温 度 ス イ ッ チ を さ ら に 含 む 。
【 特 許 文 献 １ 】 大 韓 民 国 公 開 特 許 公 報 １ ０ － ２ ０ ０ ４ － ８ ５ ５ ０ ７ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 か か る 蒸 気 発 生 装 置 は 、 圧 力 容 器 内 に 所 定 量 の 水 を 満 た し た 状 態 で 、 ヒ
ー タ ー に て 水 を 加 熱 し 蒸 気 を 発 生 さ せ る 方 式 を 適 用 し て い る た め 、 水 中 の カ ル シ ウ ム 、 マ
グ ネ シ ウ ム 成 分 な ど に よ り 圧 力 容 器 の 内 面 や ヒ ー タ ー の 外 面 に ス ケ ー ル が 生 じ 易 く 、 よ っ
て 、 蒸 気 発 生 装 置 を 頻 繁 に 掃 除 し な け れ ば な ら な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 問 題 点 を 解 決 す る た め の も の で 、 そ の 目 的 は 、 高 温 の 蒸 気 を 発 生 さ せ る
蒸 気 発 生 装 置 内 に ス ケ ー ル が 蓄 積 さ れ る の を 抑 え る よ う に し た 蒸 気 発 生 装 置 を 備 え た 洗 濯
機 及 び そ の 制 御 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 は 、 内 部 に 水 を 給 水 す る た め の 給 水 弁 と 、 該 給 水 弁 を
介 し て 給 水 さ れ た 水 を 加 熱 す る た め の ヒ ー タ ー と を 有 す る 蒸 気 発 生 装 置 を 備 え た 洗 濯 機 で
あ っ て 、 前 記 蒸 気 発 生 装 置 の 動 作 時 間 が 設 定 時 間 を 超 過 す る と 、 該 蒸 気 発 生 装 置 を 冷 却 す
る た め に 前 記 給 水 弁 と 前 記 ヒ ー タ ー の 動 作 を 制 御 す る 制 御 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 蒸 気 発 生 装 置 の 動 作 時 間 を カ ウ ン ト す る カ ウ ン タ ー を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 カ ウ ン タ ー は 、 前 記 ヒ ー タ ー の 動 作 時 間 を 累 積 的 に カ ウ ン ト す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 蒸 気 発 生 装 置 の 冷 却 の た め に 前 記 ヒ ー タ ー を オ フ す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 蒸 気 発 生 装 置 の 冷 却 の た め に 前 記 ヒ ー タ ー を オ フ す る と 同 時 に 、 前
記 給 水 弁 を 開 い て 水 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 前 記 給 水 弁 は 、 冷 水 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 洗 濯 機 は 、 前 記 ヒ ー タ ー に よ り 加 熱 さ れ る 水 の 温 度 を 感 知 す る 温 度 セ ン サ ー を さ ら
に 備 え 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 温 度 セ ン サ ー の 感 知 温 度 に 基 づ い て 前 記 蒸 気 発 生 装 置 に 対 す
る 冷 却 動 作 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 温 度 セ ン サ ー は 、 前 記 蒸 気 発 生 装 置 の ボ デ ィ ー に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 温 度 セ ン サ ー に て 感 知 し た 温 度 と 基 準 温 度 と を 比 較 し 、 こ の 比 較 結
果 に よ っ て 前 記 冷 却 動 作 を 少 な く と も １ 回 行 う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 基 準 温 度 は 、 洗 濯 の た め に 使 用 者 に よ り 設 定 さ れ た 設 定 温 度 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め ほ の 本 発 明 は 、 内 部 に 水 を 供 給 す る た め の 給 水 弁 と 、 該 給 水 弁
を 介 し て 給 水 さ れ た 水 を 加 熱 す る た め の ヒ ー タ ー と を 有 す る 蒸 気 発 生 装 置 を 備 え た 洗 濯 機
の 制 御 方 法 で あ っ て 、 前 記 蒸 気 発 生 装 置 の 動 作 時 間 を カ ウ ン ト し 、 カ ウ ン ト し た 前 記 蒸 気
発 生 装 置 の 動 作 時 間 が 設 定 時 間 を 超 過 す る か 判 断 し 、 こ の 判 断 結 果 、 カ ウ ン ト し た 前 記 蒸
気 発 生 装 置 の 動 作 時 間 が 設 定 時 間 を 超 過 す る 場 合 、 前 記 蒸 気 発 生 装 置 を 冷 却 す る た め に 前
記 給 水 弁 と ヒ ー タ ー の 動 作 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 蒸 気 発 生 装 置 の 動 作 時 間 は 、 前 記 ヒ ー タ ー の 累 積 的 な 動 作 時 間 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 蒸 気 発 生 装 置 に 対 す る 冷 却 動 作 は 、 前 記 ヒ ー タ ー を オ フ す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 蒸 気 発 生 装 置 に 対 す る 冷 却 動 作 は 、 前 記 ヒ ー タ ー を オ フ す る と 同 時 に 、 前 記 給 水 弁
を 開 い て 水 を 供 給 す る こ と に よ っ て 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 給 水 弁 及 び ヒ ー タ ー の 制 御 は 、 前 記 ヒ ー タ ー に よ っ て 加 熱 さ れ る 水 の 温 度 を 感 知 し
、 前 記 温 度 セ ン サ ー の 感 知 温 度 と 基 準 温 度 と を 比 較 し 、 こ の 比 較 結 果 に よ っ て 前 記 蒸 気 発
生 装 置 に 対 す る 冷 却 動 作 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 温 度 セ ン サ ー の 感 知 温 度 が 基 準 温 度 以 下 に 低 下 す る ま で 、 前 記 蒸 気 発 生 装 置 に 対 す
る 冷 却 動 作 を 繰 返 し 行 う 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 高 温 の 蒸 気 を 発 生 す る 蒸 気 発 生 装 置 を 冷 却 さ せ る 動 作 を 行 う た め 、 長
時 間 使 用 に よ っ て 蒸 気 発 生 装 置 の 内 部 に ス ケ ー ル が 蓄 積 さ れ る の を 抑 え る こ と が 可 能 に な
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し つ つ 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 洗 濯 機 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 洗 濯 水 を 収 容 す る た め に 本 体
１ ０ の 内 部 に 設 置 さ れ る ド ラ ム 型 の 水 槽 １ １ と 、 水 槽 １ １ の 内 部 に 回 転 自 在 に 設 置 さ れ る
回 転 ド ラ ム １ ２ と 、 を 備 え て な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 体 １ ０ 内 部 の 水 槽 １ １ は 、 入 口 １ １ ａ が 形 成 さ れ て い る 前 面 部 が 、 後 面 部 よ り も 高 い
位 置 と な る よ う に 洗 濯 機 の 設 置 面 に 対 し て 所 定 角 度 α だ け 傾 斜 し て 設 置 さ れ 、 水 槽 １ １ 内
部 の 回 転 ド ラ ム １ ２ も 、 水 槽 １ １ と 同 様 に 傾 斜 し て 設 置 さ れ る 。 回 転 ド ラ ム １ ２ は 、 後 面
部 中 心 に 結 合 さ れ る 回 転 軸 １ ３ が 、 水 槽 １ １ の 後 面 中 心 部 に 回 転 自 在 に 支 持 さ れ る こ と か
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ら 、 回 転 可 能 な 状 態 と な る 。 ま た 、 回 転 ド ラ ム １ ２ の 周 面 に は 、 洗 濯 水 の 流 通 の た め に 複
数 の 通 穴 １ ２ ｂ が 形 成 さ れ 、 回 転 ド ラ ム １ ２ の 内 面 に は 、 回 転 時 に 洗 濯 物 を 上 昇 及 び 落 下
さ せ る た め の 複 数 の リ フ タ ー １ ４ が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 水 槽 １ １ の 後 面 部 に は 、 回 転 ド ラ ム １ ２ を 回 転 さ せ る 洗 濯 モ ー タ ー １ ５ が 取 り 付 け ら れ
る 。 洗 濯 モ ー タ ー １ ５ は 、 水 槽 １ １ の 後 面 部 に 固 定 さ れ る 固 定 子 １ ５ ａ 、 固 定 子 １ ５ ａ の
外 周 に 回 転 自 在 に 配 置 さ れ る 回 転 子 １ ５ ｂ 、 及 び 回 転 子 １ ５ ｂ と 回 転 軸 １ ３ と を 連 結 す る
回 転 板 １ ５ ｃ を 備 え て な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 体 １ ０ の 前 面 部 に お い て は 、 回 転 ド ラ ム １ ２ へ の 洗 濯 物 の 出 し 入 れ が 可 能 な よ う に 、
回 転 ド ラ ム １ ２ の 入 口 １ ２ ａ 及 び 水 槽 １ １ の 入 口 １ １ ａ と 対 応 す る 位 置 に 、 開 放 さ れ た 入
口 １ ６ が 形 成 さ れ 、 こ の 入 口 １ ６ の 周 り に は 、 該 入 口 １ ６ を 開 閉 す る ド ア １ ７ が 取 り 付 け
ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 水 槽 １ １ の 上 部 に は 、 水 槽 １ １ の 内 部 へ 洗 剤 を 供 給 す る た め の 洗 剤 供 給 装 置 １ ８ と 、 水
槽 １ １ の 内 部 へ 蒸 気 を 供 給 す る た め の 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ が 設 置 さ れ る 。 そ し て 、 水 槽 １ １
の 下 部 に は 、 水 槽 １ １ 中 の 水 を 排 水 す る た め の も の で 、 排 水 管 １ ９ ａ 、 排 水 弁 １ ９ ｂ 及 び
排 水 モ ー タ ー １ ９ ｃ か ら な る 排 水 装 置 １ ９ が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 水 槽 １ １ の 底 に は 、 洗 濯 水 を 加 熱 す る た め の 第 １ 電 気 ヒ ー タ ー （ 以 下 、 “ 第 １ ヒ ー タ ー
” と い う ） ２ ０ が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ に 示 し て は い な い が 、 本 発 明 の 洗 濯 機 は 、 水 槽 １ １ 内 部 に 設 置 さ れ 、 洗 濯 水 の 水 位
を 感 知 す る 水 位 セ ン サ ー ４ ２ と 、 洗 濯 水 の 温 度 を 感 知 す る 第 １ 温 度 セ ン サ ー ４ ４ と を さ ら
に 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 洗 剤 供 給 装 置 １ ８ は 、 内 部 に 洗 剤 を 収 容 す る 収 容 空 間 を 有 し 、 使 用 者 の 洗 剤 投 入 を 容 易
に す べ く 本 体 １ ０ の 前 面 部 側 に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 洗 剤 供 給 装 置 １ ８ に は 、 外 部 給 水 源 と
連 結 さ れ る 配 管 か ら 分 岐 し た 第 １ 給 水 管 ２ １ が 連 結 さ れ 、 第 １ 給 水 管 ２ １ に は 、 洗 剤 供 給
装 置 １ ８ 側 へ の 給 水 を 制 御 す る 第 １ 給 水 弁 ２ ２ が 介 装 さ れ る 。 洗 剤 供 給 装 置 １ ８ と 水 槽 １
１ と の 間 に は 、 洗 剤 供 給 装 置 １ ８ を 通 過 し た 水 が 水 槽 １ １ へ 供 給 さ れ る よ う に 連 結 管 ２ ３
が 設 置 さ れ る 。 こ れ は 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る 水 が 、 洗 剤 供 給 装 置 １ ８ を 経 て 水 槽 １ １ へ 供
給 さ れ る よ う に し 、 洗 剤 供 給 装 置 １ ８ 中 の 洗 剤 が 水 に 溶 解 し た 状 態 で 水 槽 １ １ へ 供 給 さ れ
る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ に は 、 外 部 給 水 源 （ 図 示 せ ず ） と 連 結 さ れ る 配 管 か ら 分 岐 し た 第 ２ 給
水 管 ２ ４ が 連 結 さ れ 、 第 ２ 給 水 管 ２ ４ に は 、 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ 側 へ の 給 水 を 制 御 す る た め
の 第 ２ 給 水 弁 ２ ５ が 介 装 さ れ る 。 な お 、 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ に は 、 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ で 生 成
さ れ た 蒸 気 を 水 槽 １ １ の 内 部 に 導 く 蒸 気 供 給 管 ２ ６ が 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 ア ル ミ ニ ウ ム ダ イ カ ス ト に よ る 金 属
成 形 物 か ら な る ボ デ ィ ー ３ １ と 、 ボ デ ィ ー ３ １ の 内 部 に 形 成 さ れ 、 入 口 が 第 ２ 給 水 管 ２ ４
と 連 結 さ れ 、 出 口 が 蒸 気 供 給 管 ２ ６ と 連 結 さ れ る 蒸 気 供 給 流 路 ３ ２ と 、 蒸 気 供 給 流 路 ３ ２
を 通 過 す る 水 を 加 熱 し て 蒸 気 を 生 成 す る よ う に 、 ボ デ ィ ー ３ １ に 埋 設 さ れ る 第 ２ 電 気 ヒ ー
タ ー （ 以 下 、 “ 第 ２ ヒ ー タ ー ” と い う 。 ） ３ ３ と 、 ボ デ ィ ー ３ １ の 温 度 感 知 に よ っ て ヒ ー
タ ー ３ ３ を 制 御 す る た め に ボ デ ィ ー ３ １ の 外 面 に 取 り 付 け ら れ る 第 ２ 温 度 セ ン サ ー ３ ４ と
、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ の ボ デ ィ ー ３ １ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 ア ル ミ ニ ウ ム ダ イ カ
ス ト に よ っ て 成 形 さ れ 、 成 形 過 程 時 に 、 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ と さ れ る 管 ３ ５ と ヒ ー タ ー ３ ３
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が 埋 め 込 ま れ る 方 式 で 製 造 さ れ る 。 こ の よ う に 、 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ の ボ デ ィ ー ３ １ が 熱 伝
逹 に 優 れ た 金 属 材 質 か ら な り 、 ボ デ ィ ー ３ １ 内 に ヒ ー タ ー ３ ３ が 埋 め 込 ま れ る こ と で 、 ボ
デ ィ ー ３ １ は 、 ヒ ー タ ー ３ ３ に よ っ て 高 温 に 加 熱 さ れ る 。 さ ら に 、 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ に 沿
っ て 水 が 流 れ る 時 、 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ の 水 が ボ デ ィ ー ３ １ の 熱 気 に よ り 加 熱 さ れ 蒸 気 と な
る 。 す な わ ち 、 ボ デ ィ ー ３ １ が 高 温 に 加 熱 さ れ た 状 態 で 、 少 量 の 水 が 蒸 気 供 給 流 路 ３ ２ に
供 給 さ れ る よ う に す る こ と に よ っ て 、 水 が 蒸 気 供 給 流 路 ３ ２ を 通 過 す る 過 程 で 加 熱 さ れ 、
短 時 間 で 高 温 の 蒸 気 に 変 換 さ れ る こ と が 可 能 に な る 。 こ の よ う な 動 作 が 円 滑 に な る た め に
は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ボ デ ィ ー ３ １ が 所 定 長 さ の 棒 形 態 を 有 し 、 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ が ボ
デ ィ ー ３ １ の 長 手 方 向 に 長 く 形 成 さ れ る と 良 い 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 ヒ ー タ ー ３ ３ は 、
図 ２ に 示 す よ う に 、 ボ デ ィ ー ３ １ に 埋 設 さ れ る Ｕ 字 型 ヒ ー タ ー と し た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 蒸 気 供 給 管 ２ ６ と 連 結 さ れ る 蒸 気 発 生
流 路 ３ ２ の 出 口 が 常 に 開 放 状 態 に 保 持 さ れ 、 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ の 出 口 内 径 が 、 入 口 内 径 よ
り も 小 さ く 形 成 さ れ る 。 こ れ は 、 出 口 を 相 対 的 に 小 さ く す る こ と に よ っ て 出 口 側 に 流 路 抵
抗 を 生 じ さ せ 、 蒸 気 が 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ 中 に 滞 留 す る 時 間 を 延 ば し 、 高 温 の 蒸 気 が 円 滑 に
生 成 さ れ る よ う し た 工 夫 で あ る 。 ま た 、 出 口 を 開 放 状 態 に 維 持 す る こ と に よ っ て 、 蒸 気 発
生 流 路 ３ ２ 内 に お け る 過 度 な 圧 力 上 昇 を 防 止 し 、 安 全 な 使 用 を 可 能 に し た も の で あ る 。 ま
た 、 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ 内 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ に 流 れ る 水 の 流 れ を
遅 延 さ せ 、 蒸 気 の 生 成 を よ り 円 滑 に す る 螺 旋 形 コ イ ル 部 材 ３ ７ が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う な 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ へ の 水 供 給 は 、 供 給 さ れ る 水 が 蒸 気 供 給 流 路 ３ ２ を 通 過 し
つ つ 加 熱 さ れ 全 て 蒸 気 状 態 で 蒸 発 で き る よ う に 、 第 ２ 給 水 弁 ２ ５ の 制 御 に よ っ て 給 水 と 断
水 が 繰 り 返 さ れ る 形 態 で 少 量 ず つ 供 給 さ れ る か 、 流 路 が 少 な く 開 放 さ れ 少 量 の 水 が 流 れ る
よ う に す る 。 こ の た め 、 第 ２ 給 水 弁 ２ ５ は 、 電 気 的 な 動 作 に よ っ て 開 閉 可 能 な 電 動 弁 や 流
量 制 御 が 可 能 な 流 量 制 御 弁 か ら な る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ の 動 作 を 含 め て 全 般 的 な 洗 濯 動 作 を 制 御 す る た め の
制 御 部 ４ ６ を 備 え 、 こ れ に つ い て 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 制 御 部 ４ ６ の 入 力 側 に 、 使 用 者 に よ る 設 定 命 令 を 受 け 取 る 入 力 部 ４ ０ 、 洗 濯 水 位 を 感 知
す る 水 位 セ ン サ ー ４ ２ 、 洗 濯 水 の 温 度 を 感 知 す る 第 １ 温 度 セ ン サ ー ４ ４ 、 及 び 蒸 気 発 生 装
置 の ボ デ ィ ー ３ １ の 温 度 を 感 知 す る 第 ２ 温 度 セ ン サ ー ３ ４ を 電 気 的 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 制 御 部 ４ ６ の 出 力 側 に 、 第 １ 給 水 弁 ２ ２ 、 第 ２ 給 水 弁 ２ ５ 及 び 排 水 弁 １ ９ ｂ の そ れ ぞ れ
の 動 作 を 制 御 す る 弁 駆 動 部 ４ ８ 、 第 １ ヒ ー タ ー ２ ０ 及 び 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ の そ れ ぞ れ の 動
作 を 制 御 す る ヒ ー タ ー 駆 動 部 ５ ０ 、 及 び 洗 濯 モ ー タ ー １ ５ 及 び 排 水 モ ー タ ー １ ９ ｃ の そ れ
ぞ れ の 動 作 を 制 御 す る モ ー タ ー 駆 動 部 ５ ２ を 電 気 的 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 制 御 部 ４ ６ は 、 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ の 動 作 時 間 を カ ウ ン ト す る カ ウ ン タ ー ４ ６ － １
を 内 部 に 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 制 御 部 ４ ６ は 、 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ の 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ 及 び 第 ２ 給 水 制 御 弁 ２ ５ の 動 作 を
制 御 す る 。 制 御 部 ４ ６ は 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ た プ ロ グ ラ ム に よ っ て 第 ２ 給 水 弁 ２ ５ の 開
閉 や 開 度 を 調 節 す る こ と で 、 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ へ の 給 水 を 調 節 す る か 、 あ る い は 、 蒸 気 発
生 装 置 ３ ０ の ボ デ ィ ー ３ １ に 設 置 さ れ た 第 ２ 温 度 セ ン サ ー ３ ４ の 感 知 情 報 に 基 づ い て 、 第
２ 給 水 弁 ２ ５ の 開 閉 ま た は 開 度 を 調 節 す る 。 第 ２ 温 度 セ ン サ ー ３ ４ の 感 知 に よ る 給 水 制 御
は 、 ボ デ ィ ー ３ １ の 温 度 が 低 く す ぎ る と 水 供 給 を 低 減 ま た は 中 断 し 、 ボ デ ィ ー ３ １ の 温 度
が 高 す ぎ る と 水 供 給 を 増 大 す る 方 式 で 制 御 す る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 ２ 温 度 セ ン サ ー ３
４ で 感 知 し た ボ デ ィ ー ３ １ の 温 度 が Ｔ ２ （ 例 え ば 、 １ ８ ０ ℃ ） に 上 昇 す る と 、 第 ２ ヒ ー タ
ー ３ ３ を オ フ （ off） し 、 第 ２ 温 度 セ ン サ ー ３ ４ で 感 知 し た ボ デ ィ ー ３ １ の 温 度 が Ｔ １ （
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例 え ば 、 １ ６ ０ ℃ ） に 低 下 す る と 、 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ を オ ン （ on） す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 一 方 、 本 発 明 は 、 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ を 通 過 す る 水 中 に 含 ま れ た カ ル シ ウ ム や マ グ ネ シ ウ
ム 成 分 な ど に よ り 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ の 内 面 に ス ケ ー ル が 生 じ る 現 象 を 防 止 で き る よ う に 、
蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ を 形 成 す る 管 ３ ５ を 、 表 面 粗 度 に 優 れ た ス テ ン レ ス 材 質 で 形 成 し 、 管 ３
５ の 内 面 を 電 解 研 磨 に て 滑 ら か な 表 面 に 加 工 す る 。 こ の よ う に 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ を 滑 ら か
ら な 内 面 と す る こ と で 、 不 純 物 の 付 着 を 最 小 限 に 抑 え 、 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ の 内 面 に お け る
ス ケ ー ル 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ の 出 口 に は 、 該 出 口 側 に 近 接 す る 一 端 か ら 出 口 側 か ら 離 れ た 他
端 に 行 く に つ れ て 内 径 が 漸 次 小 さ く な る テ ー パ ー 状 の 内 面 ３ ９ を 有 す る 出 口 ノ ズ ル ３ ８ が
取 り 付 け ら れ る 。 出 口 ノ ズ ル ３ ８ を こ の よ う な 構 造 に す る こ と に よ っ て 、 出 口 側 に 流 路 抵
抗 を 生 じ さ せ な が ら も 、 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ 内 に ス ケ ー ル が 生 じ る 現 象 を 防 止 で き る 。 す な
わ ち 、 出 口 ノ ズ ル ３ ８ は 、 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ の 出 口 側 に 近 接 す る 端 部 の 内 径 が 管 ３ ５ の 内
径 と 同 一 で あ り 、 こ の 出 口 側 に 近 接 す る 端 部 か ら 該 出 口 側 か ら 離 れ た 端 部 に 行 く に つ れ て
そ の 内 径 が 漸 次 小 さ く な る テ ー パ ー 状 の 内 面 ３ ９ を 有 し 、 よ っ て 、 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ 内 部
の 不 純 物 が 出 口 側 に 円 滑 に 排 出 さ れ 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ 内 部 の ス ケ ー ル 生 成 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う な 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ 内 部 で の ス ケ ー ル 生 成 を 防 止 す る た め の 構 成 に も か か わ ら
ず 、 蒸 気 発 生 装 置 を 長 時 間 使 用 す る と 、 蒸 気 発 生 流 路 ３ ０ 内 部 に 少 な い 量 の ス ケ ー ル が 蓄
積 す る 恐 れ が あ る 。 し た が っ て 、 例 え ば 、 蒸 気 を 用 い て 洗 濯 水 の 温 度 を 上 げ る 動 作 を 長 時
間 行 う 場 合 に は 、 蒸 気 発 生 装 置 を 冷 却 す る 動 作 を 行 い 少 な い 量 で も ス ケ ー ル 蓄 積 を 抑 え る
必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 す な わ ち 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 発 明 で は 、 蒸 気 発 生 装 置 の 動 作 時 間 が 基 準 時 間 Ｈ ｒ に
達 す る と 、 蒸 気 発 生 装 置 を 冷 却 し て ス ケ ー ル 蓄 積 を 抑 え る よ う に 制 御 部 ４ ６ が 第 ２ ヒ ー タ
ー ３ ３ の 動 作 と 第 ２ 給 水 弁 ２ ５ の 動 作 を 制 御 し 、 こ の 冷 却 動 作 に よ っ て 、 所 定 時 間 Ｈ ａ に
達 し ボ デ ィ ー ３ １ の 温 度 が 基 準 温 度 Ｔ ｒ に 低 下 す る と 、 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ が 蒸 気 を 発 生 す
る よ う に 制 御 部 ４ ６ が 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ の 動 作 と 第 ２ 給 水 弁 ２ ５ の 動 作 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 で は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 ２ 給 水 弁 ２ ５ を 介 し た 水 供 給 を 中 断 し
た 状 態 で 、 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ の み を オ フ し 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ を 冷 却 さ せ る 。 こ れ を 、 図 １
及 び 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 回 転 ド ラ ム １ ２ の 内 部 に 洗 濯 物 を 入 れ 、 使 用 者 が 入 力 部 ４ ０ を 介 し て 洗 濯 コ ー ス 、 洗 濯
温 度 、 す す ぎ 回 数 、 脱 水 速 度 な ど の 洗 濯 条 件 を 設 定 す る と 、 制 御 部 ４ ６ は 、 洗 濯 条 件 に 従
っ て 洗 濯 を 行 う た め の 動 作 を 始 め る （ 動 作 １ ０ ０ ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 時 、 制 御 部 ４ ６ の 制 御 に よ り 、 第 １ 給 水 弁 ２ ２ が 開 き な が ら 洗 剤 供 給 装 置 １ ８ 側 に
給 水 が な さ れ 、 洗 剤 供 給 装 置 １ ８ 内 部 の 洗 剤 は 、 洗 剤 供 給 装 置 １ ８ を 経 由 し て 水 槽 １ １ に
供 給 さ れ る 水 に 溶 解 し た 状 態 で 水 槽 １ １ へ 供 給 さ れ る 。 こ の 給 水 動 作 は 、 水 槽 １ １ 中 に 所
定 量 の 洗 濯 水 が 供 給 さ れ る ま で 続 く 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 続 い て 、 制 御 部 ４ ６ の 制 御 に よ っ て 第 １ ヒ ー タ ー ２ ０ を オ ン さ せ 、 水 槽 １ １ に 収 容 さ れ
て い る 洗 濯 水 を 加 熱 す る （ 動 作 １ ０ ２ ） 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 洗 濯 水 を 加 熱 す る 間 、 高 温 の 蒸 気 を 用 い る 洗 濯 機 能 を 行 う 必 要 が あ る 場 合 、 制 御 部 ４ ６
は 、 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ を 所 定 時 間 予 熱 す る （ 動 作 １ ０ ４ ） 。 こ の 予 熱 動 作 は 、 第 ２ 給 水 弁
２ ５ を 閉 じ た 状 態 で 行 う 。 こ の 予 熱 動 作 は 、 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ に 水 を 供 給 す る と 直 ち に 蒸
気 を 発 生 す る た め の も の で 、 ボ デ ィ ー ３ １ の 温 度 に 基 づ い て 予 熱 動 作 が 必 要 な 場 合 に 限 っ
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て 行 う こ と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ を 予 熱 し た 後 、 第 １ ヒ ー タ ー ２ ０ に よ り 加 熱 さ れ る 洗 濯 水 の 温 度 を 上
げ る た め に 、 水 槽 １ １ 内 部 に 蒸 気 を 供 給 す る （ 動 作 １ ０ ６ ） 。 こ の 時 、 制 御 部 ４ ６ は 、 第
２ 給 水 弁 ２ ５ を 開 き 水 を 供 給 し 、 同 時 に 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ を オ ン す る 。 そ し て 、 制 御 部 ４
６ は 、 第 ２ 温 度 セ ン サ ー ３ ４ で 感 知 し た ボ デ ィ ー ３ １ の 温 度 が 設 定 範 囲 （ Ｔ １ と Ｔ ２ と の
間 ） で 変 化 す る よ う に 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ を 動 作 制 御 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 そ の 後 、 カ ウ ン タ ー ４ ６ － １ は 、 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ の 動 作 時 間 を 累 積 的 に カ ウ ン ト す る
（ 動 作 １ ０ ８ ） 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 カ ウ ン ト し た 第 ２ ヒ ー タ ー 動 作 時 間 が 基 準 時 間 Ｈ ｒ に 達 し た か 判 断 し （ 動 作 １ １ ０ ） 、
こ の 判 断 結 果 、 カ ウ ン ト し た 第 ２ ヒ ー タ ー 動 作 時 間 が 基 準 時 間 Ｈ ｒ に 到 達 し な か っ た 場 合
、 動 作 １ ２ ０ に 進 行 す る 。 動 作 １ １ ０ の 判 断 結 果 、 カ ウ ン ト し た 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ の 動 作
時 間 が 基 準 時 間 Ｈ ｒ に 達 し た 場 合 に は 、 制 御 部 ４ ６ は 、 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ を 冷 却 す る た め
に 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ を オ フ す る （ 動 作 １ １ ２ ） 。 こ の 時 、 第 ２ 給 水 弁 は 閉 じ 給 水 は 中 断 す
る （ 動 作 １ １ ４ ） 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う に 蒸 気 発 生 装 置 を 冷 却 す る 間 、 制 御 部 ４ ６ は 、 第 ２ 温 度 セ ン サ ー ３ ４ に て ボ デ
ィ ー ３ １ の 温 度 を 感 知 し （ 動 作 １ １ ６ ） 、 感 知 し た ボ デ ィ ー ３ １ の 温 度 が 低 下 し て 基 準 温
度 Ｔ ｒ 以 下 に な っ た か 判 断 す る （ 動 作 １ １ ８ ） 。 こ の 判 断 結 果 、 感 知 し た ボ デ ィ ー ３ １ の
温 度 が 基 準 温 度 Ｔ ｒ 以 下 で な い と 、 動 作 １ １ ２ に 戻 っ て 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ の 冷 却 動 作 を 再
び 行 う 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 動 作 １ １ ８ の 判 断 結 果 、 感 知 し た ボ デ ィ ー ３ １ の 温 度 が 基 準 温 度 Ｔ ｒ 以 下 で あ る と 、 第
１ 温 度 セ ン サ ー ４ ４ に て 感 知 し た 洗 濯 水 温 度 が 、 使 用 者 に よ り 設 定 さ れ た 設 定 温 度 を 超 過
し た か 判 断 し （ 動 作 １ ２ ０ ） 、 こ の 判 断 結 果 、 洗 濯 水 温 度 が 設 定 温 度 を 超 過 し て い な い 場
合 は 、 動 作 １ ０ ２ に 戻 っ て 洗 濯 水 温 度 を 増 加 さ せ る 動 作 を 再 び 行 う 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 動 作 １ ２ ０ の 判 断 結 果 、 洗 濯 水 温 度 が 設 定 温 度 を 超 過 し た 場 合 、 制 御 部 ４ ６ は 、 第 １ 及
び 第 ２ ヒ ー タ ー ２ ０ ， ３ ３ を 両 方 と も オ フ し 、 洗 濯 水 温 度 を 上 げ る 動 作 を 中 断 す る （ 動 作
１ ２ ２ ） 。 そ の 後 、 洗 濯 モ ー タ ー １ ５ を 駆 動 し て 回 転 ド ラ ム １ ２ を 低 速 で 回 転 さ せ つ つ 洗
濯 を 行 う （ 動 作 １ ２ ４ ） 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 洗 濯 動 作 の 終 了 後 に は 、 排 水 及 び 給 水 を 行 い つ つ す す ぎ 動 作 と 脱 水 動 作 を 行 う 。 水 槽 １
１ の 排 水 は 、 排 水 弁 １ ９ ｂ が 開 き 排 水 ポ ン プ １ ９ ｃ が 動 作 す る こ と で 行 わ れ る 。 ま た 、 脱
水 は 、 排 水 弁 １ ９ ｂ が 開 い た 状 態 で 排 水 ポ ン プ １ ９ ｃ が 動 作 し 、 回 転 ド ラ ム １ ２ が 所 定 時
間 だ け 高 速 で 回 転 す る こ と に よ っ て な さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 上 記 第 １ 実 施 例 に よ れ ば 、 蒸 気 を 発 生 し て 水 槽 １ １ に 供 給 す る 動 作 を 行 う 間 、 第 ２ ヒ ー
タ ー ３ ３ の 動 作 時 間 が 基 準 時 間 に 到 達 す る 場 合 、 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ を オ フ し て 蒸 気 発 生 装
置 ３ ０ を 自 然 冷 却 す る 方 式 を 適 用 す る た め 、 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ の 内 部 に 少 な い 量 で も ス ケ
ー ル が 蓄 積 さ れ る の を 抑 え る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 上 記 第 １ 実 施 例 に お い て 、 ボ デ ィ ー ３ １ の 温 度 と 比 較 す る た め の 基 準 温 度 Ｈ ｒ は 、 低 く
設 定 す れ と 冷 却 効 果 が 大 き く な る が 、 そ の 分 だ け 時 間 が 遅 延 さ れ る と い う 点 を 考 慮 し て 設
定 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 一 方 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 は 、 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ を オ フ す る 動 作 に 加 え て 、 第 ２ 給 水 弁
２ ５ を 開 き 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ に 冷 水 を 供 給 す る 構 成 で あ り 、 こ の 時 に 供 給 さ れ る 冷 水 は 、
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加 熱 さ れ な い 状 態 で 蒸 気 供 給 管 ２ ６ を 通 っ て 水 槽 １ １ 内 部 に 投 入 さ れ る 。 た だ し 、 蒸 気 発
生 装 置 ３ ０ を 冷 却 さ せ る た め に 冷 水 を 供 給 す る 場 合 、 洗 濯 水 位 を 考 慮 す る こ と が 好 ま し く
、 こ の 点 か ら 、 第 ２ 実 施 例 で は 、 冷 水 を 供 給 す る 前 に 洗 濯 水 位 と 設 定 水 位 と を 比 較 し 、 そ
の 比 較 結 果 に 基 づ い て 冷 水 を 供 給 す る か 否 か を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ７ を 参 照 す る と 、 回 転 ド ラ ム １ ２ の 内 部 に 洗 濯 物 を 入 れ 、 使 用 者 が 入 力 部 ４ ０ を 介 し
て 洗 濯 条 件 を 設 定 す る と 、 制 御 部 ４ ６ は 、 洗 濯 条 件 に し た が っ て 洗 濯 を 行 う た め の 動 作 を
始 め る （ 動 作 ２ ０ ０ ） 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の 時 、 制 御 部 ４ ６ の 制 御 に よ っ て 第 １ 給 水 弁 ２ ２ が 開 き 洗 剤 供 給 装 置 １ ８ 側 に 給 水 が
な さ れ て 溶 解 し た 洗 剤 は 、 洗 剤 供 給 装 置 １ ８ を 経 由 し て 水 槽 １ １ へ 供 給 さ れ る 。 こ の 給 水
動 作 は 、 水 槽 １ １ 内 部 に 所 定 量 の 洗 濯 水 が 供 給 さ れ る ま で 続 く 。 続 い て 、 制 御 部 ４ ６ の 制
御 に よ っ て 第 １ ヒ ー タ ー ２ ０ を オ ン さ せ 、 水 槽 １ １ に 収 容 さ れ て い る 洗 濯 水 を 加 熱 す る （
動 作 ２ ０ ２ ） 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 洗 濯 水 を 加 熱 す る 間 、 高 温 の 蒸 気 を 用 い る 洗 濯 機 能 を 行 う 必 要 が あ る 場 合 、 制 御 部 ４ ６
は 、 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ を 所 定 時 間 予 熱 す る （ 動 作 ２ ０ ４ ） 。 こ の 予 熱 動 作 は 、 第 ２ 給 水 弁
２ ５ を 閉 じ た 状 態 で 行 う 。 こ の 予 熱 動 作 は 、 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ に 水 を 供 給 す る と 直 ち に 蒸
気 を 発 生 す る た め の も の で 、 ボ デ ィ ー ３ １ の 温 度 に 基 づ い て 予 熱 動 作 が 必 要 な 場 合 に 限 っ
て 行 う こ と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ を 予 熱 し た 後 、 第 １ ヒ ー タ ー ２ ０ に よ り 加 熱 さ れ る 洗 濯 水 の 温 度 を 上
げ る た め に 、 水 槽 １ １ 内 部 に 蒸 気 を 供 給 す る （ 動 作 ２ ０ ６ ） 。 こ の 時 、 制 御 部 ４ ６ は 、 第
２ 給 水 弁 ２ ５ を 開 き 水 を 供 給 し 、 同 時 に 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ を オ ン す る 。 そ し て 、 制 御 部 ４
６ は 、 第 ２ 温 度 セ ン サ ー ３ ４ で 感 知 し た ボ デ ィ ー ３ １ の 温 度 が 設 定 範 囲 （ Ｔ １ と Ｔ ２ と の
間 ） で 変 化 す る よ う に 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ を 動 作 制 御 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 そ の 後 、 カ ウ ン タ ー ４ ６ － １ は 、 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ の 動 作 時 間 を 累 積 的 に カ ウ ン ト す る
（ 動 作 ２ ０ ８ ） 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 カ ウ ン ト し た 第 ２ ヒ ー タ ー 動 作 時 間 が 基 準 時 間 Ｈ ｒ に 達 し た か 判 断 し （ 動 作 ２ １ ０ ） 、
こ の 判 断 結 果 、 カ ウ ン ト し た 第 ２ ヒ ー タ ー 動 作 時 間 が 基 準 時 間 Ｈ ｒ に 到 達 し な か っ た 場 合
、 動 作 ２ ２ ４ に 進 行 す る 。 動 作 ２ １ ０ の 判 断 結 果 、 カ ウ ン ト し た 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ の 動 作
時 間 が 基 準 時 間 Ｈ ｒ に 達 し た 場 合 に は 、 制 御 部 ４ ６ は 、 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ を 冷 却 す る た め
に 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ を オ フ す る （ 動 作 ２ １ ２ ） 。 こ の 時 、 制 御 部 ４ ６ は 、 水 位 セ ン サ ー ４
２ で 感 知 し た 洗 濯 水 位 が 設 定 水 位 を 超 過 し て い る か 判 断 し （ 動 作 ２ １ ６ ） 、 こ の 判 断 結 果
、 感 知 し た 洗 濯 水 位 が 設 定 水 位 を 超 過 し た 場 合 、 第 ２ 給 水 弁 ２ ５ を 閉 じ る （ 動 作 ２ １ ７ ）
。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 動 作 ２ １ ６ の 判 断 結 果 、 感 知 し た 洗 濯 水 位 が 設 定 水 位 を 超 過 し て い な い と 、 短 時 間 内 に
蒸 気 発 生 装 置 を 冷 却 す る た め に 、 第 ２ 給 水 弁 ２ ５ を 開 き 冷 水 を 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ を 通 っ て
供 給 す る （ 動 作 ２ １ ８ ） 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ の よ う に 蒸 気 発 生 装 置 を 冷 却 す る 間 、 制 御 部 ４ ６ は 、 第 ２ 温 度 セ ン サ ー ３ ４ に て ボ デ
ィ ー ３ １ の 温 度 を 感 知 し （ 動 作 ２ ２ ０ ） 、 感 知 し た ボ デ ィ ー ３ １ の 温 度 が 低 下 し て 基 準 温
度 Ｔ ｒ 以 下 に な っ た か 判 断 す る （ 動 作 ２ ２ ２ ） 。 こ の 判 断 結 果 、 感 知 し た ボ デ ィ ー ３ １ の
温 度 が 基 準 温 度 Ｔ ｒ 以 下 で な い と 、 動 作 ２ １ ２ に 戻 っ て 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ の 冷 却 動 作 を 再
び 行 う 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 動 作 ２ ２ ２ の 判 断 結 果 、 感 知 し た ボ デ ィ ー ３ １ の 温 度 が 基 準 温 度 Ｔ ｒ 以 下 で あ る と 、 第
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１ 温 度 セ ン サ ー ４ ４ に て 感 知 し た 洗 濯 水 温 度 が 、 使 用 者 に よ り 設 定 さ れ た 設 定 温 度 を 超 過
し た か 判 断 し （ 動 作 ２ ２ ４ ） 、 こ の 判 断 結 果 、 洗 濯 水 温 度 が 設 定 温 度 を 超 過 し て い な い 場
合 は 、 動 作 ２ ０ ２ に 戻 っ て 洗 濯 水 温 度 を 増 加 さ せ る 動 作 を 再 び 行 う 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 動 作 ２ ２ ２ の 判 断 結 果 、 洗 濯 水 温 度 が 設 定 温 度 を 超 過 し た 場 合 、 制 御 部 ４ ６ は 、 第 １ 及
び 第 ２ ヒ ー タ ー ２ ０ ， ３ ３ を 両 方 と も オ フ し 、 洗 濯 水 温 度 を 上 げ る 動 作 を 中 断 す る （ 動 作
２ ２ ６ ） 。 そ の 後 、 洗 濯 モ ー タ ー １ ５ を 駆 動 し て 回 転 ド ラ ム １ ２ を 低 速 で 回 転 さ せ つ つ 洗
濯 を 行 う （ 動 作 ２ ２ ８ ） 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 洗 濯 動 作 の 終 了 後 に は 、 排 水 及 び 給 水 を 行 い つ つ す す ぎ 動 作 と 脱 水 動 作 を 行 う 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 上 記 第 ２ 実 施 例 に よ れ ば 、 蒸 気 を 発 生 し て 水 槽 １ １ に 供 給 す る 動 作 を 行 う 間 、 第 ２ ヒ ー
タ ー ３ ３ の 動 作 時 間 が 基 準 時 間 に 到 達 す る 場 合 、 第 ２ ヒ ー タ ー ３ ３ を オ フ す る と 同 時 に 第
２ 給 水 弁 ２ ５ を 開 い て 冷 水 を 供 給 す る こ と に よ っ て 、 短 時 間 で 蒸 気 発 生 装 置 ３ ０ を 冷 却 で
き 、 こ れ に よ り 、 蒸 気 発 生 流 路 ３ ２ の 内 部 に 少 な い 量 で も ス ケ ー ル が 蓄 積 さ れ る の を 抑 え
る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 上 記 第 ２ 実 施 例 に お い て 、 ボ デ ィ ー ３ １ の 温 度 と 比 較 す る た め の 基 準 温 度 Ｈ ｒ は 、 蒸 気
発 生 装 置 ３ ０ を 十 分 に 冷 却 で き る よ う に 設 定 す る も の の 、 蒸 気 発 生 流 路 ３ ０ を 経 由 し て 水
槽 １ １ に 冷 水 が 供 給 さ れ る と い う 点 を 考 慮 し 、 洗 濯 水 の 温 度 低 下 を 抑 え る よ う に 設 定 温 度
と 同 一 に 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 洗 濯 機 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 洗 濯 機 の 蒸 気 発 生 装 置 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 洗 濯 機 の 蒸 気 発 生 装 置 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 洗 濯 機 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 洗 濯 機 の 蒸 気 発 生 装 置 の ヒ ー タ ー に 対 す る 動 作 制 御 を 示 す グ ラ フ で
あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 洗 濯 機 の 制 御 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 洗 濯 機 の 制 御 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ４ ０ 　 入 力 部
　 ４ ２ 　 水 位 セ ン サ ー
　 ４ ４ 　 第 １ 温 度 セ ン サ ー
　 ３ ４ 　 第 ２ 温 度 セ ン サ ー
　 ４ ６ 　 制 御 部
　 ４ ８ 　 弁 駆 動 部
　 ５ ０ 　 ヒ ー タ ー 駆 動 部
　 ５ ２ 　 モ ー タ ー 駆 動 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

(13) JP 2007-195942 A 2007.8.9



フロントページの続き

(72)発明者  朴　志▲フン▼
            大韓民国京畿道水原市八達區高登洞１７１－８番地　３４／３
(72)発明者  金　炯均
            大韓民国京畿道水原市靈通區忘浦洞（番地なし）　雙龍アパート１０８－２０３
(72)発明者  表　尚淵
            大韓民国京畿道水原市靈通區靈通洞（番地なし）　住公アパート１５２－１３０３
(72)発明者  朴　在龍
            大韓民国京畿道化成市台安邑基山里（番地なし）　台安－プルジオアパート１０９－１０２
(72)発明者  金　成勳
            大韓民国京畿道水原市靈通區梅灘３洞（番地なし）　三星電子ディーエー研究所
(72)発明者  ▲房▼　恩淑
            大韓民国首爾市江西區加陽２洞（番地なし）　加陽４團地アパート４０９－６０５
Ｆターム(参考) 3B155 CA02  CB07  CB52  CB60  KA19  KA27  LA14  LA16  LB28  LB31 
　　　　 　　        LC07  LC28  MA01  MA02  MA05  MA06  MA08 

(14) JP 2007-195942 A 2007.8.9


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

